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当社のテクノロジーコンセプト

“Internet of Behavior”







aptpod製品が提供する機能
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intdash/Visual M2Mの構成
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intdash Stream Control Protocol (iSCP) 
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Use Case : Data Acquisition
データ収集基盤
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Data Acquisition例：自動車
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Data Acquisition例：NTTドコモ様との取り組み



Data Acquisition例：NTTドコモ様との取り組み
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Use Case : Remote Diagnosis
遠隔診断基盤
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intdash Analytics Serviceが提供するデータフロー
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Orphe SDK + indash App Module

Collaborate with

Use Case : Smart Footwearよるスポーツ計測



Use Case : Smart Footwearよるスポーツ計測
Collaborate with



Use Case : Remote Diagnosis
遠隔制御基盤
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人類を超える可能性を

Embody your creativity

OUR VISION

ヒトと機械を融合させるサイボーグ技術により
ヒトの様々な制約を突破させ

人類最大の長所である創造性を100%発揮させる
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サイボーグ技術とは

人と機械を融合させ新たな可能性を開くテクノロジー

筋電・神経信号・脳波

生体インタフェース：
生体信号を読み解く技術

ロボット技術で構成される身体
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遠 方 の 機 械 の 体 に ア ク セ ス す れ ば
地 球 の 反 対 側 へ の出張も瞬時に 完 了

「 場 所 」 か ら の 開 放

実現する未来像
生 体 信 号 処 理 技 術 × ロ ボ ッ ト 技 術

既 成 概 念 に と ら わ れ ず
全 て の 人 が無限の可能性を 持 つ

身 体 を 選 択 す る 未 来
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「創造性」を制限なく発揮できるサイボーグ技術の実現

創造性が身体に制限されない世界の実現

現 在 で は 考 え ら れ な い ス ピ ー ド ・
精 度 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 可 能 に

思 考 に よ る 通 信



TECHNOLOGY
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切 断 し た 右 手 の 代 わ り に ロ ボ ッ ト ハ ン ド
を 装 着 、 生 体 信 号 と シ ン ク ロ

脊 髄 損 傷 で 切 断 さ れ た 神 経 の 代 わ り に
コ ン ピ ュ ー タ が 足 へ の 生 体 信 号 を 生 成

生体信号処理技術 生体信号処理技術＋ロボットハンド技術
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生体模倣構造
高いフェイルセーフ、耐衝撃性

自由度
人と同レベルの複雑性で
多くの作業を代替

パワー
自由度とスピードを実現しながら
高いパワーを両立

サイズ
人と同等サイズのため狭い隙間や
細かなボタンにアプローチ可能

遠隔操作性
18,900kmの距離でもリアルタイム
な遠隔操作を実現

基本仕様

質量 80kg

サイズ 横幅：500mm
奥行き：700mm
高さ：1,400～1,700mm
（昇降機能）

自由度 56自由度
（ハンド15×2+26）

消費電力 本体：1,320W
操作部：1,000W

センサ ビジョン：左右眼
力覚：指先

操作方法 マスタースレーブ
ハンド：データグローブ
移動：ジョイスティック

可搬重量 ハンド：2kg
アーム：4kg

移動能力 車輪による全方位・昇降

MELTANT -α
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・危険作業、極限環境など四肢切断や死亡のリスクのある現場
→高所、閉所、高温(製鉄所)、放射線 (原発、宇宙)

・出張・緊急医療など移動の時間的コストの高い現場

アバター ロボットハンド技術

高度な判断能力 と 汎用的な作業能力 が必要

MELTANT -αの想定マーケット
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有人宇宙計画では維持管理に多くのコスト
→ 軌道上クルーが必要ないタスクを地上スタッフが遠隔操作で代替するニーズ

JAXA筑波宇宙センターにおける国際宇宙ステーション
「きぼう」日本実験棟模擬フィールドにおいて2017年度に初期実証を実施

様々な現場に対応するため継続的に実証パートナーを募集中

宇宙産業での応用例
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Delivery
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データストリームはintdashを使いたい、でもエッジ管理はAWSを使いたい
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Wifi AP
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ご清聴ありがとうございました。




